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ある 87人（55％） ない 71人（45％）


























上手について 99人（63％） 52人（33％） ７人（４％）
下手について 102人（65％） 49人（31％） ７人（４％）
板付き 101人（64％） 42人（27％） 15人（９％）
正解 不正解 無回答





20人 64人 70人 4人
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④できなかった３人（２％）という結果で84％の学生が「できた」と回答している。設問６「相
手の歌やことばを感じて演じることができましたか？」では、①とてもよくできた20人（13％）
②できた64人（40％）③まあまあできた70人（44％）④できなかった４人（３％）という結果
が出た。これら３つの設問結果から、①とてもよくできた、②できた、と答えた学生は半数以
上であり、①②③の学生を合計すると、97％の学生が満足した演技ができたと感じていること
がわかる。主観的な感想であるが、学生の演技に対する姿勢も読み取れる。概ね積極的に取り
組んだと推測できる。
設問７　『三匹やぎのがらがらどん』のお話を知っていましたか
　設問７では、①知っていた84人（53％）②なんとなく知っていた49人（31％）③知らなかっ
た25人（16％）という結果から、この話について概ね知っており、イメージを作り易い状況に
あると判断する。（図４）。このお話は保育園や幼稚園でも取り上げられる機会の多い題材である。
　よく知っていると答えた学生の多くは、幼少期にこの話を絵本で知っていたようであり、中
には好きなお話として何度も親しんだ学生もいた。授業の中でもう一度絵本を読んで、お話を
確認する様子も多数みられた。
設問８　自分の役で特に工夫したところを教えてください。どのように工夫したか具体的に書
いてください。
　設問８は自由記述なので、その代表的なものを書き出す。（番号については先に記したよう
にランダムに打ったものである。以下の記述式の設問結果は同様に記すものとする）
　［３同じ振りにならないようにトロルの恐ろしさを見ている人に伝わるようにした（トロル）。
４小さいやぎなので弱い感じ（小やぎ）。５魔物なので怖そうな感じをだした（トロル）。７気
が弱く見えるように演じた（小やぎ）。９こわさと自信があるのをだした（トロル）。14服の色
と声の低さ（トロル）。17小やぎだから声を少し小さくして弱さを出したが、どこか強い感じ
で演じた（小やぎ）。18大きな振りと大きな声、こわい動きをするのを工夫した（トロル）。19
大きな声で歌うことで迫力を出せるようにした（トロル）。23歩く時の足踏みを強く見えるよ
図４　お話について
５３％
（８４人）
３１％
（４９人）
１６％
（２５人）
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うにした。振りも他のやぎよりも大きくした（大やぎ）。24はっきりした声を出すようにした
（トロル）。29ちびやぎよりも強い意志をもってトロルに少しだけ立ち向かおうとした（中や
ぎ）。31できるだけ前を向いて演じるところ（トロル）。35とにかく堂々と、３匹のお兄さんら
しくしっかり演じた（大やぎ）。37中やぎらしく、真ん中のお兄ちゃんらしく、少ししっかり
して見えるように演じた（中やぎ）。41食べたい気持ちを伝える（トロル）。46できるだけ堂々
とする（トロル）。47大きいやぎなので、ゆったりとした動きを工夫した（大やぎ）。50強くみ
えるように大きな動作で演じた（大やぎ）。53いかに大きく振りをつけて、言葉を表現するか
に気を付けた（中やぎ）。55堂々と歌い演じる（トロル）。58体が大きく見えるようにした（大
やぎ）。61戦うシーンで強くてイジワルそうに演じる（トロル）。62中くらいということで一番
難しいポジションだったため、主張せず、でも元気に（中やぎ）。64振りで言葉以外の表現を
した。セリフのないところも演技をした（トロル）。73戦うときに一生懸命に動いた（トロル）。
80お面を作った（大やぎ）。84トロルに自信満々に挑むために手をびしっと伸ばして挑発した（大
やぎ）。86大きな動きができるように、せりふに合わせて考えた。「力」という歌詞のところは
体全体で「力」を表現した（小やぎ）。95笑顔で元気がよいところと、怖がるところのメリハ
リに気をつけた（中やぎ）。97小さいヤギなので小柄なことを表現した（小やぎ）。98言葉の意
味が分かるように振り付けを大きく表現すること（中やぎ）。102小やぎだからといって動作を
小さくしすぎないこと（小やぎ）。104声を低くトロルっぽくしたところ（トロル）。108トロル
とかけ合いをするところ。舞台を大きく使って振り付けて移動した（小やぎ）。110大きいやぎ
を表現するために手を大きく広げたこと（大やぎ）。111楽しそうに、でもトロルには食べられ
ないように必死で願うところが観客に伝わるように（中やぎ）。113いばってるようにした（ト
ロル）。114軽快に動くこと（小やぎ）。121舞台を大きく使う（小やぎ）。122偉大さをみせる（大
やぎ）。125動きを大きくした。少しりりしい表情を意識した（中やぎ）。1282人でトロルをやっ
たので、２人でしかできない振り付けをした（トロル）。131可愛らしい感じになるように工夫
をした（小やぎ）。135中くらいのやぎをやんちゃな感じに設定にしたので、やんちゃなしぐさ
を考えたところ（中やぎ）。147中やぎらしさを出すために、大やぎよりも気弱な感じをだした（中
やぎ）。148小やぎなので元気よく、トロルにおびえているところを工夫した（小やぎ）。154いばっ
た感じをだした。大きく強そうに、ガニマタで演じた（大やぎ）。157気持ちの表現を大げさに
大きく動いた（小やぎ）。158歌を歌うとき、可愛らしくではなく、低く怖く歌った（トロル）。］
　回収した158人のうち、153人がこの設問に対して記述していることから、ほとんどの学生は
自分の役に対して関心を持ち、演技に対して工夫を試みたことがわかる。
設問９　演じた前と後で気持ちの変化はありましたか？
　オペレッタを演じる前と、演じた後での気持ちに変化があったかどうかの設問では、①気持
ちに変化があった105人（67％）、②気持ちの変化はなかった51人（32％）という結果となった
（表６）。
表６　演じた前後での気持ちの変化
気持ちの変化があった 気持ちの変化はなかった 無回答
105人（67％） 51人（32％） ２人（１％）
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　７割近い学生がこのオペレッタを演じたことで気持ちの変化を感じていることがわかる。ま
た、「気持ちの変化があった場合、具体的に記述してください。」との設問では、①あった、と
答えた学生105人のうち100人の記述があった。
　［１最初は緊張していたけど楽しかった。２こわいトロルが好きになった（トロル）。５みん
なでやりきった感じ。７振り付けで、どう演じたら分かりやすいかと考えることができた。８
もっと練習して、トロルになりきれるようになりたいと思った（トロル）。11うまくできるか
考えていたが、演じた後はうまくとか成功することよりも、表現をアドリブでもよいからしっ
かりできるかを考えていた。14次に恥ずかしがらずできそうだ。18とても緊張して声がでなかっ
た。19もっと頑張ればよかった。23恥ずかしさより楽しさが大きくなった。25人前で歌や演技
をする自信がついた。27恥ずかしがらずに、自分が楽しそうにやるとお客さんも楽しく見てく
れる。35むずかしさを実感した。36もっと客席が見ることができたかなと思った。42お話を知っ
たうえで演じたので役の気持ちになりきれた。52恥ずかしくて、なかなか思い通りにできなかっ
たので、次は恥ずかしがらずに楽しくやりたいと思うようになった。54表現の仕方の考えが変
わった。55少しだけ人前に出ることに慣れた。64トロルへの考え方が変わった。72トロルの性
格などが、まだ分かってないので考えると面白い（トロル）。81役になりきって、協力しよう
という気持ちになった。101表現することが大切ということ。103より深く気持ちを考えようと
思った。107もっとみんなとやりたいと思った。120ひとつの作品を皆で作り上げる。121達成
感と、またやりたい気持ちになった134よりトロルの気持ちを理解して演じることができた（ト
ロル）。135もっとはきはきやった方がいいなと感じた。］
　記述の中からオペレッタの発表後、学生がそれぞれ次への課題を見出していることがわかる。
また表現することへの難しさや取り組む姿勢について、認識できた学生が多いことも読み取れ
る。
設問10　このオペレッタの好きな場面があれば書いてください。（できれば理由も）
　設問10では、125人（79％）の学生の記述があった（表７）。最も多かった場面は「トロルと
大やぎの戦いの場面」49人であった。11戦うところ。みんな違っていて楽しかった（大やぎ）。
52大やぎとトロルの戦う場面。ハラハラして楽しいから（中やぎ）。65戦うシーン。工夫すれ
ばするほどカッコよくなると思うから（小やぎ）。139戦闘シーン。一番の見せ場で頑張ったと
ころだから（トロル）。次に多かったのは「おしまいのうた」32人であった。１最後のみんな
のうた。みんな仲良しになって踊れたから（中やぎ）。三匹やぎが仲良く歌う「三匹やぎの登
場」が好きだと答えた学生は23人だった。237「ぼくたち三匹やぎのがらがらどん」のところ。
みんな違って見ていて面白かった（小やぎ）。84一番最初のやぎ達の歌。とても仲良さそうで
歌うのも聞くのも、楽しくてわくわくするか
ら（大やぎ）。「トロルとやぎのかけ合い」が
好きだと答えた学生は22人だった。17トロル
との掛け合い。トロルの強さと一生懸命戦お
うとしているところが良かった（小やぎ）。
38やぎたちを食べようとする場面。動きの工
夫を頑張ったから（トロル）。100トロルとや
ぎのシーン。トロルをだませるのが面白い（ト
ロル）。
表７　好きなシーン
好きなシーン
三匹やぎの登場 23人
カタコトのうた ２人
トロルのうた １人
トロルとやぎのかけ合い 22人
戦いの場面 49人
おしまいのうた 32人
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　自分が頑張った場面を挙げた学生は多かった。また、自分は登場していない場面を好きな場
面として感想を書いた学生も多かった。中には複数の場面を記述した学生も幾人かいた。記述
が約８割と高い結果から、多くの学生が、この作品に愛情をもって取り組んだことがわかる。
設問11　表現の上で自分なりの再発見はありましたか？
　設問11では、①表現の上で自分なりの再発見があった
と答えた学生は94人（60％）であった。
［１しっかり大きく動くことで、みんな（客席）からの
反応などがあり、伝わると思った。10客席の方を向くと
いうこと。12顔の表情も大切だと思った。17歌の楽しさ、
演じる楽しさ。19堂々とするのが大切。35客席をもっと意識すること。36もっと歌の工夫をし
たいと思った。50表現することは難しい。60客席を意識すること。65身振り手振りは大きくす
る。69自分だけで演じるのではなく、客席の人がいてのオペレッタだと思った。86自分で思っ
ていたのと、見ていたのでは違う。88ダンスとの共通点があった。89思ったよりもっと大きく
動かないといけないと気づいた。100人によって表現の仕方は違うと分かった。102大きく見せ
た方が伝わる。109目線を上にしただけで声の質が変わった。110演技を大きくした方が見栄え
がいいこと。111大きく動いて、腕を伸ばすときれいに見えると思った。115もっと舞台を大き
く使うと見栄えがいい。131舞台を大きく使わないといけない。149舞台の真ん中で演技をする
難しさ。154どうやったら大きく見せられるかという方法。157動きの変化と声の大きさを変え
てみるとイメージが変わるところ。］
　このオペレッタの授業を通して、「表現する」ということはどういうことか、音楽、演技、
気持ちの表現方法など、多面的に改めて考えることができたと判断する。
設問12　今後子どもに指導するときに、あなたが最も気を付けることは何ですか？（１つだけ
選択してください）
　設問12は、幼稚園、保育園で指導する
立場になった場合、子供たちに最も伝え
たいことを答えてもらった（図５）。結
果は、①役の気持ち58人（37％）②演技
や動き77人（49％）、③舞台の使い方４
人（３％）、④歌の表現18人（11％）と
なり、⑤その他（61堂々とやる！）と答
えた学生も１人いた。ほかの設問には答
えていない学生も、この設問には答えて
おり、回収者全員から回答を得ることが
できた。将来、子供たちの表現活動をど
のように指導すべきかを、学生はみな何
らかの考えを持って取り組んだといえ
る。
あった　　　　94人（60％）
なかった　　　59人（37％）
無回答　　　　５人（３％）
表現の上での再発見
役の気持
ち３７％
演技・動
き 49％
舞台の使
い方３％
歌の表現
１１％
役の気持ち 演技・動き
舞台の使い方 歌の表現
58人
77人
4 人
18人
図５　実践での留意点
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設問13　この授業について何かあれば自由に書いてください。
　［２オペレッタ準備期間をがもう少しほしい。４とても楽しかった。７グループ別の時間を
もっととってほしかった。18役に入り込んでやることは難しかった。25オペレッタは、最初は
嫌だったけれど、最終的に楽しかった。29班での練習時間がもっとほしかった。注意する点は
何回も聞いたから分かっていた。30もっとオペレッタをやりたかった。33大変だったが楽しかっ
た。演劇やりたい。64上手い下手より何より楽しむことが大切だと感じた。83表現が恥ずかし
くて苦手なので、克服したいと思った。ありがとうございました。84表現するのは楽しいと思っ
た。100表現することの楽しさを感じることができた。141良い緊張感の中でできた。それぞれ
のやぎの特徴が出ていて面白かった。154最初は難しさなどがありましたが、振りなどが決まっ
てくると楽しかった。］
　学生のほとんどがオペレッタに初めて取り組むということもあり、最初は不安などを感じて
授業に消極的な学生も見受けられた。しかし、グループに分かれて役を決め、物語や役につい
て考え話し合い、動きや演技を付け授業を進めていくにしたがって、積極的に取り組んでいっ
たように感じた。結果、発表後の感想では、達成感や充実感を感じたと答えた学生がとても多
かった。もっと時間をかけて良いものを作りたい、といったような積極的な意見も多かった。
３　総合的な考察
　アンケート実施の結果から、音楽的な表現として考察してみる。まず授業の始めに行った弾
き歌い課題曲について、独唱（伴奏なし）で歌うことに消極的で、表現という域まで達しない
学生が何人かみうけられた。独唱の小テストの評価から鑑みても、リズム遊びやオペレッタで
はグループでの共同作業となり、個人的な要素よりもグループの一員としての学びが“恥ずか
しい“不安”といった気持ちを克服している。演じた後の気持ちの変化に関して、気持ちの変化
があったと答えた学生は67％と高い割合になっている。自分自身でわからなくても、グループ
内で相談しあうことにより、気づくことができる。役作りにおいてもいかに演じるか、相互関
係の理解でも半数以上の学生ができたと答えている。歌う主体は自分であるが、役の気持ちや
全体での役割もおのずと見えてくる。練習を繰り返すことにより、声を出して表現していくこ
とが楽しいと感じられるようになる。またグループでの連携が学生を積極的に授業に関わらせ
る姿勢を生み出している。
　表現としての観点では、自分なりの再発見があったと答えた学生が60％である。この設問で
舞台と自分自身の距離感や、役作り、演技の客観性の気づきが多く記述されている。記述され
ていることを一部書くと“顔の表情”“大きな演技”“舞台を大きく使う”“堂々とした態度”“手足を
大きく使う”などが挙げられる。劇は観客がいて成り立ち、演じる者はそれぞれの役の気持ち
を主体として受けとめ、演じるときには客観的視野が必要となる。そう言った意味においても、
効果は大きいと考える。
　また指導者として考えた場合、設問12（子どもに指導する際の大切にすること）でその多く
が「演技・動き」「役の気持ち」と答えている。「歌の表現」はわずかに11％であった。歌のみ
よりも総合的な表現力を大切に考える傾向となっている。役を媒体に身体表現のすることの面
白さ、楽しさを伝えたいという主旨が覗える。各々が何らかの指導の糸口を見つけたと考える。
　劇表現における知識としては指導者として十分知っておく必要がある。オペレッタなど舞台
経験については、ほぼ半数の学生が経験している。設問１〜３の全３問正解は63％と半数以上
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の学生が知識として理解している。しかしながら、客観的な視野で舞台を設定、演じるという
ことに関しての「わかる」ということと「できる」は別に考えるべきで、実際の演技から考え
ると、まだ演習を進める余地を残している。
　授業についての自由記述（設問13）については、オペレッタの課題について始めは消極的な
取り組みであったが、表現することの難しさや不安を克服していきたいという声も多く書かれ
ていた。授業内での練習時間が足らないという意見もあるが、演習授業であるので、授業外で
の打ち合わせや練習も必要である。
　音楽としての表現、演劇としての要素、これらの総合的な位置に置かれるのがオペレッタで
ある。想像力を拡げ、グループでイメージを共有し、具体的な設定を考える。発表としての音
楽劇を考える時、それは単なる遊びの延長ではなく、そこに指導者の意図が組まれる。音声や
言葉、身体の動きを用いて、相手（観客）に訴えようとする積極的で創造的な姿勢、態度が必
要である。
　指導者としてクラスの子ども達、児童に話しをするとき、ただ、言葉を並べても伝わらない。
年齢が低いほど、意図するところをしっかり持ち、わかりやすく抑揚をつけて話す必要がある。
絵本の読み聞かせにおいても、劇的な表現は必要である。そういったスキルの一つとしても、
音楽をともなった劇表現の授業は有効であり、オペレッタの授業を通して、学生の表現する可
能性、能動的な姿勢を見出せたことは大変効果があったと考える。
おわりに
　小学校の学芸会で学年や、クラスで演劇や音楽発表をするという場合も多くみられる。劇、
音楽は想像力を働かせて自分とは別のものを演じる。それと同時に様々な配役を分担する共同
作業で一つの演劇、演奏が生まれる。何かを生み出すこと、創造することは教育現場において
個の大切さの再認識すること、また個と全体の関連の大切さを学習できる場である。そういっ
た場を幼稚園、保育園、小学校で持つことは子ども、園児、児童の成長において、小さな社会
的な縮図を感じる場ともなり重要な機会であると考える。友人とのかかわり、または指導者と
の関わり、クラスとしてのコミュニケーション力を生み出す場ともなる。本論では、年長 ‐
低学年での題材を取り上げたが、初等教育という大きな括りでも、国語、音楽、体育、道徳な
どの教科とも関連付けられ、教育的意義は大きいと考える。
　就学前に劇表現としての表現活動を取り入れることは、遊びとして成長の幅を広げるという
ことにつながる。幼児期において劇表現について考えた時、遊びの中で子どもが、ぬいぐるみ
や怪獣のおもちゃを使って「ガオー、ドシーン」と言いながら遊ぶ。また３歳くらいになると
お父さん役やお母さん役が現れ「ままごと遊び」する。前者は「象徴遊び」後者は「ごっこ遊
び」で劇表現にあたるものである。しぐさや動作、特徴をとらえて真似をすることから始まる。
「怪獣遊び」や「ままごと遊び」にも小さな社会があり、その中で模倣、順応、同化、変化さ
せていくという遊びの中で育つ。劇遊びは遊びの総合とあると考える。身体の自由表現、お話
の広がりや具体化、音楽をともなったダンスや歌などがそれに含まれた時、それは「劇」にな
る。ある意味子どもの発達の上で、劇的な表現は自然と内在している。保育園や幼稚園で行わ
れる「劇」は総合的な指導となる。それは、子ども達の劇遊びの延長にそれは位置付けられる。
大人が考えた「筋書き通り」では遊びにならない。できれば、発表にむけた練習の中に想像力
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を広げる遊びの要素を寛容できれば、こんな楽しい遊びはないであろう。そういった意味で指
導者を志す者は、劇的表現の多様な可能性を認識する必要があると考える。学生の表現活動の
幅を広げること、それは受動的なものではなく、積極的で自発的、解放的なものでさえある。
またグループという小さな社会の中で相互作用も関わってくる。個性を重んじながら積極的な
学びが必要となる。
　保育の表現技術Ⅱ（音楽）の授業において、今年度初めてオペレッタの授業を組み込んだ。
これまでは、４年生の音楽演習後期に２つの演目に取り組むこととしていた。しかし２年生の
段階で課題とすることで、大きな変化、進歩があった。
　前期始めに弾き歌い課題10曲ア・カペラでの小テストを行った。声楽的な歌唱の観点ではな
く、表現として捉え、曲の特徴をふまえた上で、１人で暗譜し全員の前で歌う。この段階では
表現することに消極的な学生もみうけられた。ア・カペラで歌うということは、まず音程に不
安に感じる学生もおり、１人に全体の注目が集まるということを不得手と感じる。しかしそう
いった学生がオペレッタの発表時には、それぞれの役を表情豊かに歌い演じるようになった。
完成度という点ではもちろん課題があるが、オペレッタを総合的な表現として認識し、その表
現は自発的な取り組みへと転じた。
　授業の形態が、課題曲を１人で歌うことから、３人のリズム遊び、４〜６人のオペレッタと
いう様に取り組む人数、グループを変化させたことにより、学生の授業に取り組む姿勢が能動
的になったと解釈できる。アクティブラーニングの効果である。
　今回オペレッタという劇表現による授業において、表現力を養う一端としての教育的効果は
予想よりも大きかった。お話の内容を思考することで感受性や観察力が高まり、歌や言葉への
積極的な態度、グループでの役割分担と共通意識による客観的なかかわりが能動的な授業の取
り組みへと繋がった。
　今後も、総合的な表現活動として劇表現オペレッタにとりくみ、初等教育の指導者養成にお
ける、指導法と教育的効果について、引き続き研究を進めたい。
注
１）文部科学省『幼稚園教育要領』表現（平成22年）
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